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ラオスは東南アジアのインドシナ半島にある内陸

国です。この国には、約580万人の人々が、日本の

本州と同じくらいの約24万平方キロメートルの国

土に暮らしています。この国はメコン川という全

長約4,620kmの大河川の中流域にあたる国で、首

都ビエンチャンをはじめとした主要な街はメコン

川の沿岸に開けています。ラオスの人々は、水資

源や漁業、交通路などの多くの恵みをメコン川か

ら受けていますが、反面、年間に10mもの水位変

動を繰り返すメコン川はときに大きく河岸を浸食

し街や人々の資産を奪うこともあります。

一方、「粗朶工法」とは、日本の伝統的河川技術

のひとつです。粗朶とは、里山の広葉樹から伐採

した小枝のことであり、木杭や石材とを組み合わ

せて河岸侵食の防止に用いられてきました。とく

に粗朶を使って広いマットをつくる粗朶沈床が、

明治時代にオランダ人技術者から伝えられてから

は、信濃川、利根川、木曽川、淀川などの全国の

河川で用いられました。昭和30年代頃からコンク

リートが多用されるようになりましたが、近年、

河川環境の改善が求められるようになり、粗朶工

法は、自然材料による生態系にやさしい工法とし

て再び注目を集めています。

今回、受賞対象となった「ラオスの粗朶工法の導

入と展開」は、メコン川の河岸侵食からラオスの

街と人々を守るために行われたものです。技術移

転は、国建協(社団法人国際建設技術協会)ラオス粗

朶工法調査団が、1999年にはじめたもので、今年

はちょうど10年の節目にあたっています。この間、

2001年からJICA開発調査、2005年からJICA技術

協力プロジェクトが展開されました。その成果と

して、粗朶工法は、ラオスが自力で継続的に事業

展開を行う技術として定着しました。ラオスの持

続的な発展を支えるインフラ整備のための技術協

力として、成功した事例だと考えています。

ここでは、粗朶工法の技術移転がなぜ成功したの

か、その要因と考えられるポイントを3点紹介した

いと思います。

ラオスへの粗朶工法の技術移転にあたっては、当

初から目標としていたことは、「外国の援助に頼る

ことなく、ラオス自らの予算と技術者で、河岸侵

食対策を継続的に実施できるような技術力を移転

すること」でした。

そのために解決すべき最初の課題は、過去に実施

した河岸侵食対策の失敗経験の克服でした。粗朶
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工法の技術移転の前には、ラオスの河岸侵食対策

としては鉄線でできた蛇籠に石を詰め河岸を押さ

える工法の事例がありました。しかし、蛇籠の鉄

線というのは、ラオスにとっては高価な輸入品で

す。この工法を用いようとすれば、外国からの援

助をお願いするほかなく、また援助がなければ事

業を行わないという状況でした。その上、蛇籠が

破損しても、修繕もできない状態だったのです。

10年前のラオスの河川事業は、「援助頼み」の状態

にありました。

そこで国建協は、1999年1月に技術セミナーを

ラオスで開催しました。セミナーの内容は、いか

に現地材料を使い、極力低コストで、永い年月に

わたって効果を発揮するか工夫しようというもの

でしたが、具体的な日本の河川技術の一つとして

粗朶工法を紹介しました。この工法がラオス技術

者の強い関心を引きつけたのです。かれらは、こ

れなら自分たちでできる、あるいは自分たちなら

日本人よりいい仕事ができると思ったのでしょう。

技術移転の方向性を、日本とラオスの双方で共有

することができたセミナーでした。

さらに同年12月には国建協は、粗朶工法の熟練

職人を含む調査団をラオスに派遣し、粗朶や石材

の材料調達の可能性、緊急を要する河岸侵食対策

箇所などの調査を実施しました。この時にもラオ

ス公共事業・運輸省の全面的な協力を得て、調査

最終日には、小型の粗朶沈床を試作するデモンス

トレーションまで実施することができました。こ

れによって粗朶工法の技術習得が目標とされたの

です。調査団が帰国する時には、”SODA is a

Super ODA.”と、期待を込めて呼ばれていました。

さらに粗朶工法の技術移転で重視されたのは、ラ

オス人技術者の育成です。日本人がいなくなれば

工事ができないという状態では、技術移転は成功

とは言えません。そのために、ラオスと日本の技

術者が相互に出張し、手から手への技術移転を行

うこととしました。ラオス技術者は、技術習得の

ために、2度にわたって日本の粗朶沈床の施工現場

へとやってきました。またメコン川での粗朶沈床

の施工にあたっては、日本の粗朶職人が出向いて

熱心な指導を行いました。このことがモノ、カミ、

カネでは決して伝わらない技術者の考え方を伝え

ることになったと思います。

それは、技術の進化として現れました。日本の伝

統技術である粗朶工法は、日本の風土に適応して、

日本の建設事情の中で発展してきたもので、その

ままの形でラオスに適用できるものではありませ

ん。ラオスでは、実際に粗朶工法が少しずつ変化

していったのです。その一例が、粗朶沈床のサイ

ズの縮小です。日本の粗朶沈床は、一枚10m x

10mの大きさのものを作成し、大型クレーンで吊

り上げて現地に設置します。しかし、ラオスでは
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3. 手から手への技術移転

図3 粗朶沈床のデモンストレーション

図4 ラオス技術者の日本での修行

図5 日本人技術者のラオスでの指導



護岸工法としての粗朶工法の最大の特徴は、施工

後の環境形成にあります。粗朶工法は、木と石の自

然界にある材料でできています。そのため、設置後

の年月の経過にともなって、材料の空隙が土砂で埋

まり、植物の根が入り込むことで強度が増加します。

また河底が掘られたりしても、柔軟に変形して大規

模な侵食を防ぐことができます。
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当初から一枚10m x 6mのやや小型のものが作成さ

れました。これは、台船に積んだクレーンで水上

から設置せざるをえないメコン川での施工条件に

適応したものです。一連の施工手順をラオス人技

術者を含む関係者全員が理解した上で、設計段階

で変更されたものです。

その後、施工可能な現場では、大型クレーンによ

る陸上からの粗朶沈床の設置も行われましたが、

ラオスでは数少ないクレーンの使用は、施工上の

最大のネックになっていました。これを解決する

ために、クレーンを使わない方法を提案したのは、

ラオス技術者です。彼らは日本では行われなくな

った粗朶の水上製作に挑戦したのです。その方法

とは、竹で組んだ筏を浮かべ、水上で粗朶沈床を

製作し、そのまま施工場所に移動、沈設するとい

うものです。竹が多く、竹細工が得意なラオスな

らではの工法といえます。

これもラオスでの建設事情や施工能力を把握した

ラオス技術者が、粗朶沈床の仕組みや作業手順をよ

く理解していたからこそできた工法です。粗朶沈床

は、ラオス・メコン流の技術進化を始めています。

図6 台船上のクレーンによる粗朶沈床の設置
（国建協プロジェクト : 2001）

図7 陸上の大型クレーンによる粗朶沈床の設置
（JICAプロジェクト : 2003）

図8 水上で製作した粗朶沈床の設置
（ラオス事業 : 2008）

4. 緑と魚にやさしい河岸へ

図9 JICAプロジェクト前の河岸侵食（2002）

図10 JICAプロジェクト竣工時の河岸（2003）



このような特性から、粗朶工法を施工した現場で

は、河岸に土砂が安定し、緑の植生が成長しやすい

環境ができていきます。粗朶工法を用いた現場は、

年を経るごとに環境が改善されていくのです。ラオ

スの場合には、粗朶工法の現場には、メコンヤナギ

が育っています。メコンヤナギは雨季の半年間水没

していても、しっかりと根を張り、次の乾季に成長

を続ける粘り強い木です。この木の群落が形成され

ると木々の間にさらに土砂が堆積し、護岸としても

より強固なものになっていくことが期待されます。

また、水中に沈められた粗朶沈床は半永久的に耐久

性が保たれ、粗朶の隙間が水生生物達のよい棲家とな

ります。網を使った小魚の捕獲調査では、施工後、魚

群が増加している傾向が確かめられました。なによ

り、ラオスの子供たちが夕方になると釣竿を持って河

岸に集まってくる姿が、その効果を物語っています。

現在では、ラオス技術者は粗朶工法を自分たちの

ものにして、さらにメコン川に合わせた適用を続け

ています。2008年には、ラオス公共事業・運輸省

の中に「河川局」が新設され、ラオスの予算と人員

で粗朶工法をはじめとした河川事業を展開していく

体制が整いました。

ラオス公共事業・運輸省は、JICAプロジェクトが

終了した2007年、2008年にも、それぞれ3,000万

円近い予算が確保し、粗朶工法による工事を継続し

ています。特に粗朶工法は人力施工による部分が多

いので、工事現場周辺の雇用創出に役立っています。

ラオスが捻出した予算が、ラオスの人々の働く場を

創り、現金収入を生んでいるのです。

またラオス公共事業・運輸省は、粗朶工法を実施

する技術者を増やす努力を続けています。その一つ

が、ラオス河川局職員とJICA専門家がタイアップし

て行っている河川技術セミナーです。さらにラオス

国立工科大学でも、粗朶工法を中心とした河川技術

の講義が行われ、学生の人気を集めています。

ラオスで施工された最初の粗朶工法は、2001年2

月に完成しています。その後、メコン川は大きな水

位変動を繰り返しながら粗朶沈床の上を流れていま

す。2008年8月には観測史上最高の水位を記録する

など、洪水の外力は増大傾向にあると見られます。

しかし現在まで、粗朶工法による施工箇所では水に

よる被害は皆無です。維持管理に手間がかからない

という意味でも、粗朶工法はメコン川の河岸侵食対

策に有効と言えます。

このように、国建協ラオス粗朶工法調査団が10年

前に目標としていた「ラオスが自力で持続的に河川の

維持管理を実施できる体制をつくる」という目標はほ

ぼ達成できたと思います。今後は、日本とラオスの友

好関係の中で、河川管理や防災事業に関する必要な情

報交換や助言を継続していきたいと考えています。

最後になりますが、粗朶工法は、ラオスのメコン

川の河岸侵食対策に極めて有効な技術であることが

実証的に明らかになったと言えます。そしてこのよ

うな技術は、モンスーン地帯にあって水位変動の大

きな他の大河川においても、有効な河岸侵食対策で

あると考えられます。ラオスのように、毎年の予算

が制約されるような国々でも取り組むチャンスがあ

ります。国建協としては、ラオスへの技術協力でで

きたことやできなかったことを検証し、世界の他の

国々への普及について研究を進めていきたいと考え

ています。
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5. おわりに

図11 JICAプロジェクト竣工後5年目の河岸（2008）



70

図12 （社）国際建設技術協会の活動を伝える地元新聞（2001）

執筆　国建協研究第二部長 松木洋忠


